平成２８年　藤枝市議会６月定例会

健康福祉委員会委員長報告書

（議案審査）

平成２８年７月２１日

［本　会　議］

健康福祉委員会に付託されました、議案４件の審査の経過と結果について、主な質疑を中心にご報告いたします。
最初に、第４８号議案「専決処分の承認を求めることに
ついて（藤枝市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）」について、申し上げます。

一委員より、「国民健康保険税の賦課限度額の見直し、及び、低所得世帯における保険税軽減判定基準の見直しによる、それぞれの対象世帯数と国保税収への影響、また、今後の動向について伺う。」という質疑があり、

これに対して、「まず、国民健康保険税賦課限度額の引き上げは、給与所得が１，０００万円以上の方が影響を受ける。前年度の賦課情報で試算した場合、限度額に到達している世帯は３４０世帯で、約１，１００万円の増収となる見込みである。また、低所得世帯における保険税軽減判定基準の見直しによる対象世帯は１２０世帯で、約３６０万円の減収になる見込みである。全体では、差引約７４０万円の増収となる見込みである。国民健康保険税の賦課限度額については、ここ３年連続して、引き上げられており、今後も続いていくものと思われる。」という答弁がありました。

このほか質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。

次に、第４９号議案「平成２８年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）」のうち、本委員会に分割付託されました費目について、申し上げます。
一委員より、「災害見舞金の内容について伺う。」という質疑があり、

これに対して、「市内に避難してきた熊本地震被災者に対し、東日本大震災の被災者と同じく、１人当たり１０，０００円、１世帯当たり上限５０，０００円と考えており、補正予算計上額は１０世帯分５００，０００円である。」という答弁がありました。
このほか質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。
次に、第５０号議案「平成２８年度藤枝市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」）について、申し上げます。

一委員より、「平成３０年４月稼働に向けてのシステム改修の内容を伺う。」という質疑があり、
これに対して、「国が新たにシステム開発を行っているものは、「県が市町の納付金等を計算するシステム」、「県内国民健康保険加入者の情報を集約するシステム」、「市町の事務処理システム」の３つである。今回の補正は、そのうちの「県が市町の納付金等を計算するシステム」を今年度中に運用させるためであり、残りの２つのシステムは、平成３０年４月から運用が始まるが、これらは、平成２９年度当初予算に計上する予定である。」という答弁がありました。

このほか質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

次に、第５２号議案「藤枝市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例」について、申し上げます。

「県が所管していた地域密着型通所介護施設が、市へ移管されることにより、事務量の増加による職員への負担について伺う。」という質疑があり、

これに対して、「市へ移管される施設は現在２６事業所で、既存のグループホーム等と併せ、市が指導監査する事業所は、合計４２事業所となる。今後も、居宅介護支援事業所など５０事業所の移管が予定されており、事務量はさらに増えると予想されることから、職員への負担も増加するため、職員体制の一層の充実を検討していく。」という答弁がありました。

このほか特にご報告いたす質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上、ご報告いたします。
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